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道路建設事業の再評価項目調書

事 業 名 一般国道５３号 岡山北バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
おかやまきた

所 在 地 岡山県岡山市津島～岡山県御津郡御津町中山
おかやま おかやま つ し ま おかやま み つ み つ ちょうなかやま

事 業 概 要 一般国道５３号は、岡山市を起点として津山市を経由し鳥取市に至る延長約１５０

ｋｍの主要幹線道路である。

岡山北バイパスは、岡山市北部の一般国道５３号の交通混雑緩和及び交通安全の確

保を図るとともに、岡山市中心部と山陽自動車道（岡山IC）及び岡山空港とのアクセ

ス強化を目的とした延長１０．５ｋｍの道路であり （主）岡山賀陽線以北は、地域高、

規格道路「空港津山道路」の一部を構成するものである。

事 業 着 手 昭和４９年度

総 事 業 費 約５９０億円 既 投 資 額 平成１４年度末まで

約４７０億円（進捗率８０％）

再 ①事業 ア)事業をめぐる社会情勢等の変化

評 の必要 岡山市北部の当該地域周辺は、大規模商業施設、団地等の開発ならびに岡山空港の

価 性に関 開港、国立病院の開院などにより交通量が増大し、慢性的な交通混雑や交通事故の多

の する視 発が生じている。

視 点 Ｓ６３． ３ 岡山空港 開港（滑走路２．０００ｍ）

点 Ｈ ５． ３ 山陽自動車道 岡山ＩＣ～岡山ＪＣＴ間供用

Ｈ ５．１２ 岡山県免許センターが御津町中山へ移転

Ｈ１１． ５ 岡山中央病院が岡山市伊島北に開院

Ｈ１３． ４ 国立病院岡山医療センターが岡山市田益へ移転

Ｈ１３．１０ 岡山空港 滑走路３．０００ｍ化

イ)費用対効果分析

道路事業に要する費用 道路整備による効果

総費用 ①走行時間

評価対象期間内 短縮便益 ２８３億円

＝整備期間＋４０年 ②走行経費

減少便益 １８億円

総事業費 ５９０億円 ③交通事故

部分供用に要した事業費 ４６０億円 減少便益 １１億円

残区間整備に必要な事業費 １３０億円

⇒現在 価値換算事業費 ９６億円 総便益

① ② ③ ３１２億円(Ｂ)+ + =
①事業費 ９６ 億円

②維持管理費 ２８ 億円

総費用① ② １２４ 億円(Ｃ)+ =

費用対効果分析の結果 Ｂ／Ｃ＝ ２．５

「費用便益分析マニュアル(案)による」

（H10.6.26 付け建設省道経発第14号通達）
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事 業 名 一般国道５３号 岡山北バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
おかやまきた

再 ①事業 ウ)事業の進捗状況

評 の必要 １．主な経緯

価 性に関 昭和３３年 ３月 都市計画決定（津島～万成）

の する視 昭和４９年度 事業着手

視 点 昭和５０年 ９月 都市計画決定（万成～吉宗）

点 昭和５５年度 用地買収着手

昭和６１年度 工事着手

昭和６３年 ３月 (県)上芳賀岡山線～(市)大岩小幸田線間 暫定２車供用L=2.3km

平成 ２年 １月 都市計画決定（吉宗～御津町中山）

平成 ３年 ３月 津島地区 供用（一部暫定２車供用）L=1.5km

平成 ５年１２月 津島地区 供用L=0.4km

山陽自動車道 備前 ～岡山 間供用ＩＣ ＩＣ

平成 ８年 ３月 (市)大岩小幸田線～(県)日応寺栢谷線間 暫定２車供用L=3.2km

平成１０年１０月 (県)日応寺栢谷線～国道５３号 暫定２車供用L=1.3km

平成１０年度 事業再評価

平成１３年 ７月 津島京町交差点～岡山 間 ４車線供用ＩＣ L=2.0km

平成１３年１２月 岡山 ～(主)岡山賀陽線間 ４車線供用ＩＣ L=0.7km

２．事業の進捗状況

○工事の進捗状況

再評価時の工事進捗率は約５８％であったが、段階的に整備を進め平成１３

年度までにバイパス区間延長８．７ｋｍ(完成２．６ｋｍ、暫定６．１ｋｍ)を

供用したところである。

また、平成１４年度末までの進捗率は約７４％である。

○用地補償の状況

再評価時の用地進捗率は約８４％であったが、平成１２年度末までに、バイ

パス区間の用地買収を完了し、全体の約８５％の用地買収を完了しているとこ

ろである。
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事 業 名 一般国道５３号 岡山北バイパス 事 業 主 体 中国地方整備局
おかやまきた

再 ②事業 ・用地の進捗見込み

評 進捗の 残る現道拡幅区間については早期、用地買収に努めることとしている。

価 見込み

の ・工事の進捗見込み

視 現道拡幅区間については、用地買収の完了した区間より工事に着手することとし

点 ている。

③コス ・偏平なトンネル断面を採用し、内空断面を縮小することにより、コスト縮減が可能

ト縮減 と考える。

や代替 ・建設副産物の発生抑制や再生材利用等により、今後ともコスト縮減に努めることと

案の可 している。

、 、 、 。能性 ・また ① ②の視点による再評価より 代替案を検討する必要はないと考えている

今後の対応 ・事業継続

方針 現道拡幅区間については、平成２０年代前半の供用を目指し事業を推進する。



一般国道53号
岡山北バイパス

平成15年6月

国土交通省中国地方整備局



岡山北バイパス位置図



事　　業　　概　　要



現　道　の　状　況
●交通量の推移

岡山北バイパス利用の交通量はバイパス整備とともに増大している。（Ｈ９年度比1.19～2.16倍）
現在では４車整備区間で約３万５千台/日、２車線整備区間で約２万台/日の利用がある。



現　道　の　状　況 ●交通分担

年々増加する交通量に対し、岡山北バイパスの段階的な供用に伴い、旧道からバイパスへ
の交通転換が図られている。

資料：道路交通センサス
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現　道　の　状　況

暫定２車線区間（首部地区等）及び辛香トンネル附近では、依然として交通混雑が著しい
状況。

①
②

③

①首部付近

②暫定２車区間 ③辛香トンネル付近



整　備　効　果 ●時間短縮

・拡幅により時間の短縮が図られ、救急活動や産業活動の支援を行い、地域の活性化
　が図られる。

将来（Ｈ３２）における、御津町中山～ＪＲ岡山駅間（Ｌ＝14.1km）の平均的な所要時間
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岡山北ＢＰが全線完成した場合　28.7分

岡山北ＢＰが現況のままの場合　33.1分
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整　備　効　果
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岡山北BP未整備区間は、　
供用区間より事故率が高い。

●交通事故軽減

辛香トンネル附近は急勾配であり、交通事故件
数が、交通量の増加に伴い年々増加しており、
４車化整備により交通安全の向上が図られる。
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